
国民のニーズに応える研究を推進するための「基本課題」の検討について 
 
 
１．基本課題研究の意義 

国土や住宅・社会資本をめぐる時代の状況が急激に変化する中、国民のニーズ、

時代の潮流、科学技術の動向等を把握・考察しつつ、重要な課題への取り組みの方

向性を探り、具体的な政策展開のための研究開発を推進するために、以下の３つの

基本課題について検討をおこなう。 
基本課題Ⅰ 時代に即した社会資本の整備・運営のあり方 

           ～ユーザーオリエンテッドの評価軸～ 
  基本課題Ⅱ 美しい国土の創造 
  基本課題Ⅲ 豊かさとゆとりの感じられる生活環境・都市環境の形成 
 
 
２．経緯 

○ 国総研内の議論を踏まえ、基本課題として３つのテーマを設定し、プロジェク

トチームを立ち上げて検討を開始。 
○ 外部評価委員会や分科会でいただいたご意見も参考に、検討を実施。 
○ キックオフパンフレットを作成し、広く国民に基本課題の検討に関する情報を

提供するとともに、インターネット等を利用して、国民からの意見募集を開始。 
 
 
３．今後の検討計画 

（想定している論点） 
基本課題Ⅰ ・時代状況に即した社会資本像は？ 

・情報の公開と社会的合意形成のあり方は？ 
・合理性・妥当性の高い社会資本整備の手法・仕組みは？ 

基本課題Ⅱ ・「美しい国土」に関する国民が共有できる価値観をどう考えるか？ 
・「美しい国土」を実現していく手法は？ 
・「美しい国土」を実現するための制度とは？ 

基本課題Ⅲ ・時代を踏まえた「豊かさ・ゆとり」とは？ 
・生活者が「豊かさ・ゆとり」を感じる生活環境・都市環境とは？ 
・生活環境・都市環境を実現していく協働のあり方は？ 

 
（検討方法） 
○ 外部からの意見等を積極的に取り入れるため、ホームページによる国民からの

意見聴取や有識者との議論を深めていく予定。 
○ 今秋には、「基本課題Ⅱ．美しい国土の創造」に関するシンポジウムを開催する

予定。 

資料－４ 


